
真
言
宗
に
お
け
る
儀
軌
訓
読
語
の
変
容

－
金
剛
界
儀
軌
の
場
合
を
中
心
に
ー

は
じ
め
に

（1）

漢
文
訓
読
語
の
通
時
的
変
化
に
つ
い
て
は
、
小
林
芳
規
博
士
を
は
じ
め
、
門
前

（
り
こ

正
彦
氏
な
ど
に
依
っ
て
解
明
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
稿
は
、
平
安
中

期
と
院
政
期
の
金
剛
界
儀
軌
と
い
う
儀
軌
の
加
点
資
料
を
取
り
上
げ
、
ま
た
、
同

じ
宗
派
に
属
す
る
偶
軌
の
訓
読
資
料
に
限
定
し
て
、
そ
の
異
同
を
整
理
し
、
訓
読

語
が
、
如
何
に
、
言
葉
と
し
て
変
化
・
変
遷
し
て
院
政
鎌
倉
期
の
訓
読
語
を
生
成

し
た
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
の
一
端
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

一
、
考
察
対
象
資
料
の
検
討

本
稿
の
考
察
対
象
と
し
た
資
料
は
、
以
下
に
掲
げ
た
四
資
料
で
、
主
と
し
て
資

料
番
号
1
・
2
の
資
料
を
中
心
と
す
る
。

一
、
真
言
宗
広
沢
流
関
係
資
料

l
、
東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
界
儀
軌
平
安
中
期
点
（
第
五
群
点
）

（
奥
書
）
（
朱
書
）
「
太
平
興
国
九
年
（
九
八
四
）
八
月
十
八
日
受
法
了
」
（
尾
題
右
下
）

松
　
本
　
光
　
隆

太
平
興
国
七
年
嵩
嶽
合
善
寺
瑠
璃
戒
壇

院
礼
閣
梨
大
師
虞
侍
受
僧
守
尭
記

同
九
年
二
月
一
日
此
本
俸
受
同
四
日
校
了
（
巻
末
補
紙
二
ア
リ
）

（
以
上
本
奥
書
）

（
別
筆
）
「
右
一
巻
者
繹
林
寺
之
請
来
此
本
亦
甚

古
本
也
盃
魚
損
之
令
弟
千
僧
等
遂
修

補
焉
後
葉
軸
等
莫
忘

元
文
四
（
一
七
三
九
）
未
己
年
八
月
五
日
勧
修
寺
院
家
浄
土
院
東
寺
＝

定
額
僧
第
三
澗
擢
僧
正
賢
賀
㌢
六
暫

2
、
石
山
寺
蔵
金
剛
界
儀
軌
天
永
三
年
点
（
円
堂
点
）（擦消
）

（
奥
書
）
天
永
三
年
（
二
一
二
）
三
月
五
日
［
於
瀧
尾
寺
書
］
宕
了
執
＝

筆
僧
賓
道
本
也

（
樗
消
）
［
同
年
四
月
十
一
日
於
蓮
葉
院
此
之
御
本
奉
受
了
賓
道
］
（
朱
書
）
「
鮎
了
」

（
別
筆
）
「
保
安
四
年
（
二
二
三
）
六
月
十
七
日
於
富
小
毎
壇
所
上
乗
院
‖

御
房
］
　
奉
受
了
」

二
、
真
言
宗
小
野
流
関
係
資
料



3
、
石
山
寺
蔵
金
剛
界
儀
軌
平
安
中
期
点
　
（
順
境
和
尚
点
）
、
奥
書
ナ
シ

4
、
東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
界
儀
軌
上
天
永
二
年
点
　
（
東
大
寺
点
）

（
奥
書
）
（
朱
書
）
「
天
永
二
年
（
二
二
）
四
月
廿
日
移
鮎
畢
」

天
永
二
年
辛
卯
四
月
十
七
日
奉
書
畢

（
別
筆
－
）
「
同
年
十
月
十
一
日
奉
讃
畢
」

（
別
筆
二
）
「
延
享
第
二
（
一
七
四
五
）
丙
寅
仲
夏
望
日
加
修
補
了

僧
正
賢
賀
欄
十
ぎ

資
料
番
号
1
の
東
寺
観
智
院
蔵
平
安
中
期
点
は
、
右
に
掲
げ
た
奥
書
が
存
す
る

も
の
で
、
宗
叡
の
将
来
し
た
本
文
と
さ
れ
る
。
本
文
に
は
黄
橙
・
淡
朱
・
白
・
朱

の
四
種
の
加
点
が
存
す
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
平
安
中
期
の
加
点
と
さ
れ
る
資
料

で
あ
る
が
、
そ
の
内
、
白
点
と
失
点
と
は
、
全
巻
に
亘
っ
て
詳
密
な
第
五
群
点
の

加
点
が
存
し
て
お
り
、
こ
れ
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
本
資
料
は
、
つ
と
に
、
築

島
裕
博
士
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
、
ヲ
コ
ト
点
の
形
態
か
ら
、
仁
和
寺
関

（3）

係
の
資
料
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
に
は
、
白
書
の
書
人
に
「
天

台
本
云
普
貿
法
眞
言
」
　
な
ど
と
し
て
、
天
台
宗
の
本
文
に
言
及
し
た
も
の
が
あ

り
、
こ
の
書
入
か
ら
も
真
言
宗
関
係
の
資
料
で
あ
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

資
料
番
号
3
に
掲
げ
た
石
山
寺
蔵
の
平
安
中
期
点
は
、
平
安
中
期
の
三
種
の
訓

点
が
加
点
さ
れ
た
資
料
で
あ
っ
て
、
淡
橙
と
茶
色
の
第
一
群
点
と
淡
朱
の
順
境
和

尚
点
と
の
加
点
が
存
す
る
。
こ
の
内
の
順
境
和
尚
点
の
訓
読
を
対
象
と
す
る
が
、

順
境
和
尚
点
は
、
平
安
中
期
、
石
山
寺
の
淳
祐
の
流
の
所
用
の
ヲ
コ
ト
点
の
形
式

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
真
言
宗
小
野
流
に
連
な
る
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が

出
来
よ
う
。

八
〇

二
、
真
言
宗
広
沢
流
に
お
け
る
訓
読
語
の
異
同

二
種
の
平
安
中
期
の
資
料
と
院
政
期
天
永
年
間
の
二
資
料
と
の
訓
読
法
の
比
較

を
数
量
化
し
た
も
の
が
、
以
下
の
表
で
あ
る
。

真
言
宗
に
お
け
る
平
安
中
期
加
点
資
料
と
院
政
期
　
（
天
永
年
問
）

加
点
資
料
と
の
訓
読
法
の
異
同

ヽ／ 広
野 沢
流 流
関 関
係 係

701 521

語
序

・
文

の
断
続

26 25

音
読
訓
読

93 03
字
訓

43 16
助
字

313 053
読
添
語

仁
和
寺
関
係
の
資
料
1
・
2
の
資
料
、
及
び
、
小
野
流
関
係
の
資
料
3
・
4
の

資
料
の
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
読
法
を
比
較
し
、
そ
の
異
同
箇
所
の
数
を
掲
げ
た
も
の
で

あ
る
が
、
資
料
4
の
東
寺
観
智
院
蔵
天
永
二
年
点
は
、
二
巻
本
の
金
剛
界
偶
軌
の

上
巻
に
当
た
る
も
の
で
、
言
語
量
と
し
て
は
、
仁
和
寺
関
係
の
二
資
料
問
の
比
較

に
比
べ
、
言
語
量
と
し
て
は
約
半
分
し
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
右
表
で
は
、
数
員

的
に
ほ
ぼ
等
し
い
異
同
箇
所
数
が
存
す
る
が
、
相
対
的
に
、
小
野
流
関
係
の
異
同

の
比
率
は
、
広
沢
流
仁
和
寺
関
係
の
二
資
料
の
間
の
異
同
の
約
二
倍
と
な
り
、
小

野
流
二
資
料
間
の
訓
読
の
開
き
が
大
き
い
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
下
に
は
、
右
に
集
計
し
た
訓
読
法
の
晃
同
の
内
、
仁
和
寺
関
係
の
二
資
料
問

の
訓
読
法
の
異
同
で
、
類
型
的
な
異
同
を
取
り
上
げ
て
考
察
を
行
う
こ
と
と
す

る
。
ィ
、
語
序
の
異
同
（
用
例
は
訓
読
文
の
形
で
示
し
た
。
用
例
中
、
平
安
中
期
点
の
「
」

は
白
点
、
天
永
三
年
点
の
　
「
」
　
は
塁
点
を
示
す
。
以
下
同
じ
。
）

［
倒
置
文
］



「

へ

し

」

．

　

　

　

　

r

な

り

と

∴

　

　

　

　

　

　

　

　

r

へ

し

」

・

①
［
應
］
観
（
す
）
　
へ
し
。
凋
－
股
－
杵
な
り
ト
。
皆
（
に
）
観
（
す
）
　
へ
し
。

「

の

」

　

　

「

し

て

」

　

　

　

「

と

」

　

　

　

「

ヌ

」

自
－
身
の
相
欒
し
て
降
三
世
と
成
（
り
）
　
ヌ
。
（
平
安
中
期
点
）

猫
股
杵
を
観
（
す
）
應
（
し
）
。
普
（
に
）
自
身
相
は
欒
し
て
降
三
世
と
成
る

と
観
人
す
）
　
［
普
］
　
（
再
説
）
　
（
し
）
。
（
天
永
三
年
点
）

「

に

ー

　

「

せ

よ

ー

．

　

　

　

　

「

の

し

　

「

は

L

 

r

に

L

 

r

レ

リ

」

・

②
諦
に
執
せ
よ
。
諸
法
の
牲
は
皆
［
於
］
自
－
心
に
由
レ
リ
。
（
平
安
中
期
点
）

諦
に
諸
法
の
性
を
観
（
せ
）
よ
。
皆
［
於
］
自
心
に
由
る
。
（
天
永
三
年
点
）

【
く
」
．
　
　
「
は
」
　
　
r
に
ー
　
r
す
」
．

③
即
（
ち
）
説
く
。
亦
は
月
に
非
す
。
（
平
安
中
期
点
）

即
　
（
ち
）
　
亦
非
月
を
説
く
。
（
天
永
三
年
点
）

④
薫
り
へ
」
　
が
於
㌘
心
「
今
金
亀
聖
（
平
安
中
期
点
）

［
於
］
　
上
に
金
亀
を
想
へ
。
（
天
永
三
年
点
）

⑤
薫
り
へ
」
　
が
想
「
等
質
楼
閣
「
を
」
。
（
平
安
中
期
点
）

上
に
賓
楼
閣
を
想
へ
。
「
。
」
　
（
天
永
三
年
点
）

r
へ
．
」
　
　
　
　
r
の
ー
　
「
を
」
　
　
「
く
と
」
．

⑥
想
へ
。
大
垣
の
門
を
開
く
と
。
（
平
安
中
期
点
）

大
垣
の
門
を
開
く
と
想
へ
。
（
天
永
三
年
点
）

に
於
い
て
は
返
読
さ
れ
て
、
倒
置
文
と
な
ら
な
い
異
同
が
類
型
的
に
存
し
て
い

る
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
天
永
三
年
点
に
倒
置
の
箇
所
を
平
安
中
期
点
で
倒
置
と
し

な
い
例
は
見
出
せ
な
い
。

ロ
、
音
読
・
訓
読
の
異
同

r
の
」
た
ま

①
空
の
中
の
甜
瑚
刺
弾
指
し
て
［
而
］
驚
資
し
て
告
（
け
て
）
言
　
た
ま
は
バ

ク
　
（
平
安
中
期
点
）

空
の
中
の
諭
の
瑚
刺
弾
指
し
［
而
］
驚
覚
し
て
告
（
け
）
て
言
（
は
）
く

（
天
永
三
年
点
）

「
に
」
　
「
し
て
」

②
時
（
に
）
彼
（
の
）
瑚
鋤
利
便
（
ち
）
行
者
に
勅
し
て
言
（
は
く
）
（
平
安
中
期
点
）

時
に
彼
の
詞
の
瑚
刺
行
者
に
勅
（
し
て
）
言
（
は
）
く
（
天
永
三
年
点
）

－

L

に

」

　

　

　

　

「

に

」

③
次
（
に
）
諸
有
情
に
於
（
て
）
昔
に
大
悲
心
を
興
（
す
）
　
へ
し

r
バ
ク
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
の
L
 
r
の
」
　
　
「
に
」

⑦
想
バ
ク
一
丁
」
一
の
借
の
前
に
而

「し」

親
　
T
」
近
し
侍
　
T
」
　
奉
　
（
し
）

rて」

「
も
」
皆
己
－
身
有
　
（
り
）
　
て
以
　
（
て
）

「
た
て
ま
つ
る
．
」

た
て
ま
つ
る
。
（
平
安
中
期
点
）

次
に
詞
の
珂
欄
に
於
（
て
）
昔
に
大
悲
心
を
興
す
［
嘗
］
（
再
讃
）

④
璃
司
圃
髭
降
伏
し
　
（
平
安
中
期
点
）

rLL

（
平
安
中
期
点
）

し
。
（
天
永
三
年
点
）

一
々
の
備
前
に
（
し
）
て
［
而
］
皆
己
身
有
（
り
て
）
以
（
て
）
親
近
侍
奉
（
し

た
て
）
　
ま
　
（
つ
る
）
　
と
想
へ
。
（
天
永
三
年
点
）

右
の
比
較
例
は
、
語
序
の
異
同
例
に
関
し
て
の
も
の
で
、
表
中
に
「
語
序
・
文

の
断
続
」
と
し
て
集
計
し
た
一
二
五
例
の
内
の
一
部
で
あ
る
が
、
平
安
中
期
点
に

短
文
の
傾
向
が
あ
る
ほ
か
、
倒
置
に
訓
読
さ
れ
る
か
否
か
に
類
型
的
異
同
が
存
す

る
。
何
れ
も
平
安
中
期
点
に
お
い
て
倒
置
に
訓
読
さ
れ
る
箇
所
を
、
天
永
三
年
点

諸
の
天
魔
を
降
伏
し
て
　
（
天
永
三
年
点
）

－
　
　
「
を
」
　
r
す
．
」

⑤
則
（
ち
）
諸
輪
壇
を
成
す
。
　
（
平
安
中
期
点
）

則
（
ち
）
矧
の
瑚
喝
を
成
す
。
（
天
永
三
年
点
）

⑥
諸
聖
尊
（
讐
　
諸
如
来
（
霊
竪
　
諸
戯
－
弄
（
懸
諸
菩
薩
（
竪

諸
不
善
（
聖
　
諸
善
法
（
懸
　
諸
怖
畏
（
響
　
諸
相
（
竪

諸
の
聖
尊
（
墾
　
諸
の
如
来
（
3
1
5
0
讐
　
諸
の
戯
弄
（
竺
（
平
安
中
期
点
）

諸
の
菩
薩
（
6
4
）



諸
の
不
善
（
聖
　
諸
の
善
法
（
6
5
）
　
諸
の
怖
畏
（
6
6
）
　
諸
の
相
好
（
6
6
）

（
天
永
三
年
点
）

右
は
、
音
読
訓
読
の
異
同
と
し
て
整
理
し
た
も
の
の
一
部
で
、
原
文
漢
文
に

「
諸
」
字
が
二
字
の
漢
語
に
連
な
る
場
合
の
訓
読
法
の
異
同
で
、
平
安
中
期
点
で

は
「
諸
如
来
」
の
如
く
音
読
さ
れ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
が
、
天
永
三
年
点
に
お

い
て
は
、
い
ず
れ
の
例
も
「
諸
の
如
来
」
の
如
く
訓
読
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
例
外

も
見
出
せ
な
い
。

以
下
に
掲
げ
る
の
は
、
助
字
の
訓
読
法
の
異
同
に
関
す
る
も
の
で
、
既
に
、
漢

文
訓
読
史
上
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
含
ん
だ
も
の
で
あ

る
。
ハ
、
助
字
の
訓
読
の
異
同

［
皆
］
①
嘲
嘩
大
悲
心
事
興
（
す
）
可
u
l
l
（
平
安
中
期
点
）

嘲
q
大
悲
心
を
興
す
［
皆
］
（
再
説
）
し
。
（
天
永
三
年
点
）

②
固
唾
潅
頂
－
地
鋸
得
巫
α
。
（
平
安
中
期
点
）

八
二

（
平
安
中
期
点
）

彼
彼
於
よ
り
・
嘲
q
解
し
て
此
の
琴
言
心
に
由
（
る
）
［
芭
（
再
説
「
い
い

（
天
永
三
年
点
）

「
シ
ー
　
　
　
　
　
　
　
「
ナ
ハ
」
L
に
ト
　
　
　
「
の
し
　
　
r
き
　
　
　
　
　
　
　
臣

［
参
考
例
］
聖
尊
一
を
一
奉
送
し
巳
（
り
）
ナ
ハ
薗
け
加
持
の
契
を
結
（
ふ
）
　
［
菖
］
。

（
平
安
中
期
点
）

聖
尊
を
奉
送
（
し
）
・
巳
（
り
）
て
樹
吋
加
持
の
契
を
結
（
ふ
）
司

l

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

　

　

　

　

　

　

J

っ

り

H

H

H

J

H

H

H

H

4

－

－

－

－

－

－

矧
吋
潅
頂
地
を
得
［
皆
］
〈
再
説
）
し
。
（
天
永
三
年
点
）

「
の
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
を
」

③
営
　
（
に
）
　
掲
磨
の
四
波
羅
蜜
の
契
を

卜
に
l
ト

結
　
（
ふ
）
　
へ
し
。
（
平
安
中
期
点
）

（
再
説
）
（
し
）
　
（
天
永
三
年
点
）

「
皆
」
字
に
つ
い
て
は
、
平
安
中
期
点
に
お
い
て
不
読
に
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
、

「
べ
し
」
訓
が
与
え
ら
れ
再
読
と
は
さ
れ
な
い
が
、
天
永
三
年
点
に
お
い
て
は
再

読
と
さ
れ
る
例
で
あ
る
。
た
だ
し
、
参
考
例
と
し
て
掲
げ
た
平
安
中
期
の
白
点
の

例
は
、
「
皆
」
　
字
の
再
読
を
示
し
た
例
と
認
め
ら
れ
例
外
と
な
ろ
う
。

［
應
］

「を」

①
次
（
に
）
司
勝
心
を
党
（
す
）
．
¶
u
l
l
（
平
安
中
期
点
）

次
に
勝
－
心
を
蟹
す
嘲
u
．
。
（
天
永
三
年
点
）

②
忍
願
司
三
男
ピ
墾
打
也
」
（
つ
）
≠
壁
諸
有
情
（
の
）
罪
を
推
（
く
）
・

（
平
安
中
期
点
）

嘲
吋
掲
磨
の
四
波
羅
蜜
の
契
を
結
ふ
［
芭
（
再
説
）
し
。
（
天
永
三
年
占

「
を
」
　
　
　
　
　
　
「
て
」
　
　
「
し
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
「
の
」
　
　
「
を
」
　
　
　
　
　
一
l
「
ト
ル
い
ト

（
に
）
金
剛
三
昧
耶
を
結
（
ひ
）
て
而
し
て
金
剛
百
字
の
明
を
諭
（
す
）
へ
し
。

（
平
安
中
期
点
）

潮
時
金
剛
三
昧
耶
を
結
（
ひ
て
）
［
而
］
金
剛
百
字
の
明
を
話
（
す
）
［
普
］
（
再

讃
）
し
。
（
天
永
三
年
点
）

L

ト

「

　

　

　

．

［

ト

ル

1

．

ト

　

　

　

　

　

　

　

【

に

」

　

　

　

　

「

て

勺

l

り

．

」

⑤
彼
彼
に
於
（
て
）
昔
に
解
（
す
）
へ
し
。
此
（
の
）
眞
言
心
に
由
（
り
）
て
な
り
。

忍
願
三
（
た
）
ひ
拍
（
ち
）
て
諸
の
有
情
の
罪
を
推
く
威
U
．
。

③
司
等
－
拝
の
印
が
結
（
ふ
）
売
嗟
（
平
安
中
期
点
）

等
－
持
の
印
を
結
ふ
嘲
u
．
。
（
天
永
三
年
点
）

シ
リ
ヘ
　
「
シ
リ
ヘ
」
　
「
に
ー
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
r
の
」

（
天
永
三
年
点
）

二
宮
）
」

④
次
　
（
に
）
　
［
於
］
　
濯
頂
　
（
の
）
　
後

L
h
h
ル
n
L

へ
し
。
（
平
安
中
期
点
）

に
司
如
来
の
琶
（
昔
）
．
繋
（
く
）

次
　
（
に
）
　
［
於
］
潅
頂
の
後
に
如
来
の
撃
を
繋
　
（
く
）
　
應
し
。
（
天
永
三
年
点
）



二

音

）

－

r

を

」

　

　

　

　

「

へ

し

．

」

⑤
復
司
是
（
の
）
念
（
音
）
　
を
作
（
す
）
　
へ
し
。
（
平
安
中
期
点
）

復
是
（
の
）
念
を
作
（
す
）
嘲
り
　
（
天
永
三
年
点
）

［
参
考
例
］

r
へ
し

「

の

」

　

　

「

嘉

ご

　

　

　

　

　

「

し

て

」

　

　

　

　

　

　

r

を

」

前
の
印
－
相
を
改
（
め
）
不
し
て
此
（
の
）
彗
ロ
を
諦
（
す
）
噺

い
ル
トし
。
（
平
安
中
期
点
）

前
の
印
相
を
改
（
め
）
不
（
し
て
）
此
（
の
）
眞
言
を
諭
す
圏
L
l
が

頂
に
　
（
せ
）
　
よ
。
（
天
永
三
年
点
）

「

l

こ

」

　

　

　

　

「

せ

よ

．

」

③
司
頂
に
金
－
剛
掌
せ
よ
。
（
平
安
中
期
点
）

金
剛
掌
を
頂
に
笥
「
呵
封
。
（
天
永
三
年
点
）

「
に
」
　
二
音
）
」
「
せ
よ
．
」

④
旋
－
舞
い
で
司
頂
に
掌
（
音
）
せ
よ
・
（
平
安
中
期
点
）

（
天
永
三
年
点
）

「へ」

「

に

し

て

」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

「

は

」

〇
二
羽
金
剛
讃
し
て
檀
慧
相
（
ひ
）
鈎
（
す
）
聖
止
・
進
力
は
竪

「
て
】
ソ
ハ
　
　
　
　
「
せ
よ
．
」

（
て
）
　
て
側
　
メ
て
合
せ
よ
。
（
平
安
中
期
点
）

二
羽
金
剛
拳
に
し
て
檀
慧
を
威
l
d
「
相
ひ
鈎
し
て
進
力
を
竪
（
て
）

て
側
　
（
め
）
　
合
　
（
せ
）
　
よ
。
（
天
永
三
年
点
）

「
應
」
字
は
、
平
安
中
期
点
・
天
永
三
年
点
と
も
に
再
読
の
確
例
は
存
し
な
い

が
、
傾
向
的
に
は
、
平
安
中
期
点
で
は
、
不
読
と
解
釈
さ
れ
る
例
と
例
外
的
に
参

考
例
に
示
し
た
助
動
詞
「
ぺ
し
」
訓
を
与
え
た
例
が
認
め
ら
れ
る
。
天
永
三
年
点

で
は
専
ら
助
動
詞
訓
「
べ
し
」
を
与
え
て
訓
読
し
、
そ
の
例
外
と
認
め
ら
れ
る
の

は
、
参
考
例
の
後
掲
例
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

［
於
］

r
の
」
　
r
l
こ
せ
よ
．
」

①
摩
街
頭
雨
の
目
に
せ
よ
。
（
平
安
中
期
点
）

摩
を
両
目
に
珊
瑚
。
（
天
永
三
年
点
）

「

に

」

　

　

　

「

は

」

　

－

　

　

　

「

に

」

　

　

　

r

は

」

　

－

　

　

「

に

】

②
不
動
彿
艇
司
心
に
・
賛
生
尊
は
［
於
］
額
に
。
無
量
詩
は
［
於
］
喉
に
。

「
は
」
　
「
に
せ
よ
．
」

不
空
成
就
は
頂
に
せ
よ
。
（
平
安
中
期
点
）

不
動
悌
心
に
瑚
呵
・
資
生
尊
額
に
甜
叫
・
無
量
語
は
喉
に
珊
瑚
・
不
空
成
就
は

旋
舞
し
て
掌
を
頂
に
於
　
（
て
せ
）
　
よ
。
（
天
永
三
年
点
）

「
に
」
　
r
せ
よ
．
」

⑤
旋
舞
い
で
司
頂
に
掌
せ
よ
e
（
平
安
中
期
点
）

旋
舞
し
て
掌
を
頂
に
増
刷
。
（
天
永
三
年
点
）

「
於
」
字
の
訓
読
で
は
、
平
安
中
期
点
で
は
、
不
読
に
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
、
「
し

て
」
あ
る
い
は
「
お
い
て
」
の
辞
の
訓
が
与
え
ら
れ
て
訓
読
さ
れ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
天
永
三
年
点
で
は
、
不
読
に
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
、
「
し
て
」
あ
る
い
は

「
お
い
て
」
と
訓
読
さ
れ
る
他
に
、
用
例
に
掲
げ
た
如
く
、
「
お
い
て
す
」
ま
た
は

「
お
く
」
　
の
詞
の
訓
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

［
等
］

「

と

し

　

　

「

と

し

　

　

「

と

し

　

　

　

　

r

と

の

」

　

臼

は

「

ー

l

 

r

と

の

」

①
煩
悩
随
－
煩
悩
と
蕗
と
界
と
諸
虚
と
の
等
キ
ハ
皆
幼
「
と
」
　
［
輿
］
焔
と
の
如

r
し
．
」
し
。
（
平
安
中
期
点
）

（と）

煩
悩
随
煩
悩
薙
界
諸
虚
司
は
皆
幼
興
焔
と
の
如
し
。
（
天
永
三
年
点
）

「
等
」
の
訓
読
に
関
し
て
は
一
例
の
み
で
あ
る
が
、
平
安
中
期
点
に
「
ご
と
し
」

訓
を
与
え
た
確
例
が
存
す
る
。

［
輿
］

「

と

」

　

　

　

　

　

　

　

　

「

と

の

」

①
次
（
に
）
十
六
尊
と
八
供
頃
司
四
稀
と
の
三
昧
耶
「
の
」
印
－
契
「
を
」

結
へ
。
（
平
安
中
期
点
）

巨

次
　
（
に
）
　
十
六
尊
　
（
と
）
　
八
供
と
四
操
典
の
三
昧
耶
の
印
契
を
結
へ
。

（
天
永
三
年
点
）



②
大
と
　
［
興
］
　
次
と
を
改
　
（
め
）
　
不
し
て
六
を
野
　
（
へ
）
　
て
　
（
平
安
中
期
点
）

し
ト
l

大
と
次
興
を
改
　
（
め
）
　
不
し
　
（
て
）
　
六
を
紆
　
（
へ
て
）
　
（
天
永
三
年
点
）

③
我
れ
今
即
（
ち
）
此
（
の
）
身
忠
司
諸
菩
薩
と
等
（
く
）
し
て（平
安
中
期
点
）

我
今
即
　
（
ち
）
此
の
身
は
諸
の
菩
薩
剣
l
・
等
し
　
（
天
永
三
年
点
）

「
興
」
字
は
、
平
安
中
期
点
に
於
い
て
は
不
読
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
天

永
三
年
点
に
お
い
て
は
、
助
詞
　
「
と
」
　
を
直
読
さ
れ
る
。

助
字
の
訓
読
で
は
、
一
般
に
、
漢
文
訓
読
語
史
上
解
明
さ
れ
て
き
た
変
化
と
対

応
す
る
も
の
も
存
す
る
が
、
そ
の
異
同
も
含
め
以
上
の
よ
う
な
類
型
的
異
同
が
存

す
る
。
二
、
読
添
語
の
異
同

［
格
助
詞
の
表
示
］

①
檀
慧
繹
智
　
竪
　
（
て
）

「
よ
．
」
　
　
　
　
　
－
　
　
　
「
へ
て
L
 
r
（
音
）
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
よ
．
」

よ
。
忍
願
　
交
へ
て
掌
（
音
）
　
に
入
　
（
れ
）
　
よ
。

（
平
安
中
期
点
）

檀
慧
繹
智
朝
竪
　
（
て
）
　
て
忍
願
朝
交
（
へ
）
　
て
掌
に
入
　
（
れ
）
　
よ
。
（
天
永
三
年
点
）

《
檀
慧
繹
智
堅
忍
願
交
入
掌
》

r
よ
．
」

②
檀
慧
繹
智
－
竪
（
て
）
　
よ
。
（
平
安
中
期
点
）

檀
憲
繹
智
を
竪
（
て
）
誇
（
天
永
三
年
点
）

「
の
し
　
　
「
に
し
て
」
　
　
　
　
　
　
－
　
ヮ
ヵ
　
　
「
チ
」

③
額
の
前
に
し
て
二
羽
　
分
　
チ
て
　
（
平
安
中
期
点
）

額
の
前
に
二
羽
を
分
　
（
ち
）
　
て
　
（
天
永
三
年
点
）

【
に
し
て
」

④
二
羽
金
剛
拳
に
し
て
檀
慧
－
相
（
ひ
）
鈎
（
す
）

「
て
」
ソ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
「
せ
よ
．
」

て
側
メ
て
合
せ
よ
。
（
平
安
中
期
点
）

「へ」
へ

　

「

し

J

　

　

　

巨

應
　
し
。
進
力
は
竪
　
（
て
）

八
四

二
羽
金
剛
拳
に
し
て
檀
慧
朝
應
（
に
）
相
ひ
鈎
し
て
進
力
到
竪
（
て
）
て
側
（
め
）

合
　
（
せ
）
　
よ
。
（
天
永
三
年
点
）

「

し

て

」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

「

へ

し

．

」

⑤
二
羽
金
剛
縛
し
て
忍
願
－
應
（
に
）
竪
（
て
）
合
（
す
）
　
へ
し
。（
平
安
中
期
点
）

二
羽
金
剛
縛
し
て
忍
願
到
竪
て
合
　
（
す
）
應
し
。
（
天
永
三
年
点
）

⑥
指
の
響
－
法
界
に
遍
（
く
）
す
。
（
平
安
中
期
点
）

指
の
聾
創
痕
界
に
遍
（
く
せ
）
よ
。
（
天
永
三
年
点
）

「
（
音
）
」
「
の
」
　
　
　
　
「
に
せ
よ
．
」

⑦
索
郎
進
カ
ー
環
（
音
）
の
如
（
く
）
に
せ
よ
。
（
平
安
中
期
点
）

索
は
進
力
到
環
の
如
く
　
（
せ
）
　
よ
。
（
天
永
三
年
点
）

「
の
」
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
て
」
　
　
「
を
」
　
　
「
ケ
．
」

⑧
二
の
拳
　
交
　
（
へ
）
　
て
胸
を
抱
ケ
。
（
平
安
中
期
点
）

r
ウ
タ
」

二
拳
を
声
（
へ
）
て
胸
を
抱
「
イ
」
（
て
）
（
天
永
三
年
点
）

⑨
二
拳
－
帥
　
脱
法
が
如
（
く
）
に
せ
よ
。
（
平
安
中
期
点
）

「
に
せ
よ
．
し

二
拳
封
朝
可
射
る
法
の
如
（
く
せ
）
　
よ
・
（
天
永
三
年
点
）

「

を

」

　

　

　

　

r

て

」

⑳
二
拳
－
以
（
て
）
蔓
を
緊
（
け
）
　
て
　
（
平
安
中
期
点
）

二
拳
朝
刊
で
以
て
蔓
を
繋
（
く
る
か
）
　
コ
ト
ク
（
せ
）
よ
ヨ
。
（
天
永
三
年
点
）

r
（
音
）
」
「
せ
よ
．
」

⑪
進
カ
ー
其
（
の
）
　
背
を
　
「
を
」
柱
（
書
）
せ
よ
。
（
平
安
中
期
点
）

進
力
習
其
の
背
を
柱
（
せ
）
　
よ
。
（
天
永
三
年
点
）

「
せ
よ
．
」

⑫
右
の
「
の
」
羽
「
（
夢
「
杵
を
「
を
」
拐
－
画
せ
よ
。
（
平
安
中
期
点
）

右
の
羽
咄
杵
を
抽
－
脚
（
せ
）
　
よ
。
（
天
永
三
年
点
）

l
「
匠
ト
　
「
に
せ
よ
．
」

［
参
考
例
］
　
進
力
檀
慧
を
牙
に
せ
よ
。
（
平
安
中
期
点
）

「
こ
と
く
」

進
力
檀
慧
－
牙
の
　
（
こ
と
く
せ
よ
）
。
（
天
永
三
年
点
）

二
資
料
間
に
お
け
る
読
添
語
の
異
同
は
、
多
様
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
、
右



に
掲
げ
た
如
く
平
安
中
期
点
に
お
い
て
格
助
詞
を
表
示
さ
れ
な
い
箇
所
に
、
天
永

三
年
点
で
は
格
助
詞
を
表
示
し
た
例
が
纏
ま
っ
て
存
す
る
。
た
と
え
ば
①
の
例
の

如
き
で
、
平
安
中
期
点
に
お
い
て
加
点
が
な
い
。
格
助
詞
「
を
」
等
を
補
読
す
べ

き
箇
所
と
の
解
釈
も
あ
ろ
う
が
、
用
例
と
し
て
示
し
た
如
く
、
こ
の
種
の
類
例
が

多
く
存
す
る
。
二
資
料
の
比
較
に
お
け
る
例
外
は
、
参
考
例
と
し
て
示
し
た
例
の

み
で
、
こ
の
例
は
平
安
中
期
点
が
格
助
詞
「
を
」
を
読
み
添
え
て
事
る
の
に
対
し

て
、
天
永
三
年
点
で
そ
の
箇
所
に
「
を
」
が
加
点
さ
れ
て
い
な
い
例
で
あ
る
。
①

か
ら
⑧
ま
で
は
、
格
助
詞
「
を
」
　
の
例
、
⑨
よ
り
⑪
は
「
を
も
て
」
　
の
例
、
⑫
に

は
、
僅
か
に
存
す
る
格
助
詞
「
に
」
の
例
を
掲
げ
た
。
こ
れ
ら
の
助
詞
類
の
読
み

添
え
の
異
同
は
、
た
と
え
ば
、
訓
読
さ
れ
る
場
合
の
ヲ
格
相
当
の
語
が
、
①
に

《
　
》
を
付
し
て
掲
げ
た
如
く
、
原
漢
文
に
お
い
て
動
詞
に
先
立
つ
構
文
を
有
す

る
場
合
で
、
こ
う
し
た
原
漢
文
の
訓
読
に
お
い
て
の
異
同
が
類
型
的
に
存
す
る
。

［
「
得
」
　
の
構
文
の
訓
読
］

「
の
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
と
」
　
　
　
　
巨
l
l
－

①
蓮
花
部
の
縛
輪
（
の
）
　
［
之
］
　
主
宰
と
成
　
（
る
）
　
こ
と
得
　
（
平
安
中
期
点
）

蓮
花
部
の
持
輪
（
の
）
［
之
］
主
宰
と
成
（
る
）
「
に
と
を
得
。
（
天
永
三
年
点
）

「

に

」

　

　

　

　

　

　

　

　

r

に

J

 

L

「

け

l

」

に

「

l

l

－

し

　

　

「

む

．

」

②
一
切
衆
生
に
悉
　
（
く
）
　
に
皆
開
　
（
く
）
　
こ
と
得
令
　
む
。
（
平
安
中
期
点
）

一
切
衆
生
に
悉
　
（
く
）
　
皆
開
　
（
く
こ
と
）
　
を
得
令
む
。
（
天
永
三
年
点
）

「

を

」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

「

セ

シ

ム

ル

こ

と

」

　

　

－

　

　

r

シ

ム

．

」

③
此
（
の
）
心
彗
ロ
を
以
（
て
）
縛
が
解
r
昔
」
レ
睾
歓
喜
セ
シ
ム
ル
こ
と
得
シ
ム
。

（
平
安
中
期
点
）

此
の
心
眞
言
を
以
　
（
て
）
　
縛
を
解
　
（
し
て
）
　
歓
喜
　
（
す
る
こ
と
）
　
を
得
よ
。

（
天
永
三
年
点
）

を
　
　
　
「
す
る
こ
匿
匝
「
1
－
－
－
－
－
－
－
－
－
1
［
夫
」

［
参
考
例
］
　
菩
提
心
を
讃
す
る
こ
と
を
得
よ
。
（
平
安
中
期
点
）

菩
提
心
を
詔
　
（
す
る
）
　
▼
l
J
q
筍
へ
し
。
（
天
永
三
年
点
）

続
い
て
掲
げ
た
例
は
、
「
得
」
　
字
の
存
す
る
構
文
の
訓
読
で
、
二
資
料
間
の
異

同
は
、
平
安
中
期
点
が
「
こ
と
得
」
と
訓
じ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
天
永
三
年
点

で
は
「
こ
と
を
得
」
と
訓
ず
る
傾
向
を
兄
い
だ
せ
る
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
例
外

も
一
例
存
し
て
、
参
考
例
と
し
て
示
し
た
如
き
も
の
も
存
す
る
。

［
「
如
」
　
字
の
構
文
の
訓
読
］

「
に
せ
よ
．
」

①
進
髄
初
墾
屈
裏
詳
q
鈎
（
音
）
髄
呵
l
（
く
）
に
せ
よ
。
（
平
安
中
期
点
）

進
の
初
を
屈
し
ヨ
っ
鈎
の
瑚
l
、
（
く
せ
）
　
よ
。
（
天
永
三
年
点
）

．
1
F
睦
「
　
「
の
」
　
－
　
　
　
「
に
せ
よ
．
」

②
繹
智
竪
　
（
つ
る
「
こ
と
針
の
如
　
（
く
）
　
に
せ
よ
。
（
平
安
中
期
点
）

繹
智
竪
　
（
て
）
可
針
の
鋤
く
　
（
せ
）
　
よ
。
（
天
永
三
年
点
）

「
す
る
こ
と
「
l
　
　
　
　
「
の
し
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
「
に
せ
よ
．
」

③
移
屈
す
る
こ
と
蓬
莱
の
如
　
（
く
）
　
に
せ
よ
。
（
平
安
中
期
点
）

移
し
屈
（
し
）
可
蓬
莱
の
呵
l
（
く
せ
）
よ
。
（
天
永
三
年
点
）

r

を

J

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

「

に

せ

よ

．

」

④
次
（
に
）
金
剛
縛
を
以
（
て
）
進
力
軋
鶴
離
す
鈎
「
音
」
が
呵
（
く
）
に
せ
よ
。

（
平
安
中
期
点
）

次
　
（
に
）
　
金
剛
縛
を
以
　
（
て
）
　
進
力
屈
し
可
鈎
の
州
」
く
せ
）
　
よ
・
（
天
永
三
年
点
）

⑤
進
力
軋
鳴
離
す
蓮
喜
郎
呵
（
く
）
に
せ
よ
・
（
平
安
中
期
点
）

「
に
せ
よ
．
」

進
力
を
屈
し
可
蓮
の
瑚
l
l
（
く
せ
）
よ
。
（
天
永
三
年
点
）

「
す
る
こ
と
」
　
　
－
　
　
　
　
　
　
「
の
」
　
　
r
の
」
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
「
に
せ
よ
．
」

⑥
心
－
上
に
旋
「
－
」
　
持
す
る
こ
と
日
輪
の
相
の
如
　
（
く
）
　
に
せ
よ
。（平
安
中
期
点
）

心
の
上
に
旋
持
し
て
日
輪
　
（
の
）

「

せ

む

こ

と

「

l

　

　

　

　

　

「

の

「

－

－

－

⑦
端
座
せ
む
J
T
q
儀
－
則
の
剣
」
く
）
　
に
せ
よ
。
（
平
安
中
期
点
）

端
座
（
し
）
で
儀
則
の
州
－
（
く
せ
）
　
よ
。
（
天
永
三
年
点
）

相
の
如
　
（
く
せ
）
　
よ
。
（
天
永
三
年
点
）

「
に
せ
よ
．
」



「

は

」

「

し

て

卜

苗

し

1

　

　

r

に

し

て

」

［
参
考
例
］
進
力
は
屈
し
て
鈎
の
如
（
く
）
に
し
て
（
平
安
中
潮
点
）

－

　

　

「

の

」

　

－

迫
力
を
屈
せ
む
こ
と
鈎
の
如
（
く
し
て
）
　
（
天
永
三
年
点
）

続
い
て
右
に
掲
げ
た
の
は
「
如
」
字
の
存
す
る
構
文
の
訓
読
の
比
較
例
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
平
安
中
期
点
に
お
い
て
「
こ
と
…
如
し
」
と
訓
ぜ
ら
れ
る
の

に
対
し
て
天
永
三
年
点
で
は
、
接
続
助
詞
「
て
」
を
読
み
添
え
て
「
て
…
如
し
」

と
訓
ぜ
ら
れ
た
異
同
が
纏
ま
っ
て
存
す
る
。
但
し
、
例
外
が
存
し
て
お
り
、
参
考

例
に
掲
げ
た
如
く
で
あ
る
。

以
上
、
仁
和
寺
関
係
の
二
資
料
の
訓
読
を
比
較
し
た
が
、
そ
の
訓
読
の
異
同
に

は
・
右
に
述
べ
た
様
な
類
型
的
は
異
同
が
存
す
る
。
こ
れ
ら
の
類
型
的
異
同
は
、

原
漢
文
の
構
文
や
用
字
と
に
関
わ
っ
た
広
沢
流
仁
和
寺
に
お
け
る
金
剛
界
儀
軌
の

訓
読
語
の
変
化
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

資
料
番
号
1
の
平
安
中
期
点
に
は
、
以
上
に
取
り
上
げ
た
朱
点
と
白
点
の
ほ
か

に
・
黄
橙
の
訓
点
が
存
す
る
。
こ
の
訓
点
は
、
陀
羅
尼
部
分
に
加
点
が
密
で
、
漢

文
本
文
に
は
部
分
的
に
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
用
例
と
し
て
は
多
く
は
な
い
が
、

朱
点
・
白
点
に
対
し
て
、
異
な
っ
た
訓
読
を
示
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
黄
橙
の

訓
読
を
天
永
三
年
点
の
訓
読
と
比
較
す
る
と
二
致
を
見
る
も
の
が
存
す
る
。
具

体
例
を
以
下
に
示
し
た
。

r
の
」
　
　
「
に
」
　
　
　
　
　
　
　
二
音
）
」
　
」
鰯
」
ヨ
』

①
月
の
上
に
如
来
の
威
（
書
）
を
せ
よ
。
（
平
安
中
期
点
）

「
を
せ
よ
．
」

月
上
如
来
の
威
割
引
。
（
天
永
三
年
点
）

当
は
」
　
　
「
嘩
テ
」
　
　
」
間
1
到
q
 
r
は
」
　
　
　
　
　
「
て
」

④
四
　
　
は
竪
（
て
）
五
　
　
　
は
竪
（
て
）
て
交
へrへ
し

四
朝
竪
（
て
）
　
て
五
到
竪
（
て
）

」
問
1
d
q
　
　
　
　
　
　
　
「
て
」
「
橙
、
ア
フ
ケ
」

⑤
繹
智
　
　
開
（
き
）
　
て
催
せ
　
附

「
フ
セ
L

r
ノ
ー

繹
智
を
l
開
（
き
）
　
て
侭
「
ケ
」
附
け
よ
。
（
天
永
三
年
点
）

⑥
旋
舞
暴
［
於
］
頂
賢
票
。
［
橙
・
竿
舞
シ
テ
掌
ヲ
頂
二
坤
私
（
平
安
中
期
点
）

旋
舞
し
て
掌
を
頂
に
増
刷
。
（
天
永
三
年
点
）

⑦
縛
に
由
（
り
）
て
繹
智
針
r
（
撃
に
景
ギ
［
輿
針
（
の
）
冒
l
勿
－
司
l
l
判
］

「
l
こ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
「
て
」

（
平
安
中
期
点
）

縛
に
由
（
り
て
）
繹
智
針
の
』
ト
ク
」
（
司
1
（
天
永
三
年
点
）

⑧
六
千
」
度
は
司
Z
l
文
（
へ
）
て
［
而
］
墾
宣
セ
て
」
セ
て
［
橙
、
ヨ
］

r
I
ま
」

（
平
安
中
期
点
）

交
　
（
へ
）
　
よ
。

八
六

（
天
永
三
年
点
）

「
担
．
よ
・
ヨ
」
　
「
」

（
よ
）
。
（
平
安
中
期
点
）

（
天
永
三
年
点
）

「
橙
、
ヨ
こ

（
け
）
　
よ
。
（
平
安
中
期
点
）

「
よ
．
－

六
度
朝
文
へ
　
（
て
）
　
［
而
］
覆
（
せ
）
　
よ
。

（
天
永
三
年
点
）

②
索
郎
進
力
．
笥
環
「
〈
撃
桝
如
（
く
）

「
に
せ
よ
．
」

に
せ
よ
。
（
平
安
中
期
点
）

索
は
進
力
到
環
の
如
く
　
（
せ
）
　
よ
。
（
天
永
三
年
点
）

③
縛
㌘
（
り
）
で
繹
智
当
竪
（
て
）
「
ポ
進
力
．
ヨ
屈
主
事
㌢
蓮
華

「

の

」

　

　

　

　

「

に

せ

よ

．

」

の
如
（
く
）
　
に
せ
よ
。
（
平
安
中
期
点
）
「て」

縛
に
由
（
り
て
）
繹
智
朝
竪
（
て
）
て
進
力
萄
屈
し
て
蓮
の
如
（
く
せ
）
よ
。

用
例
②
③
④
⑤
及
び
⑧
は
、
格
助
詞
「
を
」
の
読
み
添
え
に
関
す
る
例
で
、
黄

橙
点
に
は
格
助
詞
「
を
」
の
読
み
添
え
が
確
認
さ
れ
る
。
用
例
⑥
は
「
於
」
字
の

訓
読
に
関
す
る
も
の
で
、
黄
橙
点
に
詞
訓
「
お
く
」
が
与
え
ら
れ
た
例
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
先
に
論
じ
た
類
型
的
異
同
に
関
わ
る
も
の
で
、
天
永
三
年
点
の
訓
読

法
が
平
安
中
期
点
黄
橙
点
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
①
⑦
の
読
添
語

の
異
同
や
、
⑧
の
文
の
断
続
に
関
す
る
異
同
例
も
、
天
永
三
年
点
の
訓
読
は
、
平

安
中
期
点
黄
橙
点
の
訓
読
に
等
し
い
。
天
永
三
年
点
に
現
れ
た
訓
読
の
遠
源
の
一

部
を
、
こ
う
し
た
平
安
中
期
の
仁
和
寺
関
係
の
複
数
の
訓
読
の
一
つ
に
求
め
る
こ

と
が
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。



三
、
真
言
宗
小
野
流
に
お
け
る
訓
読
語
の
異
同

以
下
の
比
較
例
は
、
小
野
流
に
お
け
る
石
山
寺
蔵
平
安
中
期
の
訓
読
と
東
寺
観

智
院
蔵
天
永
二
年
の
訓
読
と
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

ィ
、
語
序
の
異
同

［
倒
置
文
］

①
即
（
ち
）
　
［
於
］
空
中
に
観
マ
ク
　
諸
彿
胡
麻
（
の
）
如
（
く
し
）
　
て
虚
空
界

に
遍
満
　
（
し
た
ま
）
　
へ
り
ト
　
（
平
安
中
期
点
）

ソ
ラ

即
　
（
ち
）
　
［
於
］
空
の
中
に
諸
俳
は
胡
麻
も
如
く
し
　
（
て
）
虚
空
界
に
遍
1
滴

セ
リシ
タ
マ
ヘ
リ
と
観
せ
よ
　
（
天
永
二
年
点
）

②
想
バ
ク
　
身
に
十
地
を
讃
シ
ヌ
　
［
於
］
如
－
貴
－
際
に
住
（
し
）
ぬ
と

（
平
安
中
期
点
）

サ
イ

身
に
十
地
を
讃
し
て
　
［
於
］
如
貴
の
際
に
住
セ
リ
と
想
へ
　
（
天
永
二
年
点
）

③
復
想
バ
ク
　
彿
の
足
を
礼
（
し
）
　
て
白
（
し
て
）
言
（
く
）
　
（
平
安
中
期
点
）

復
彿
足
を
礼
　
（
す
）
　
ト
想
へ
　
（
天
永
二
年
点
）

倒
置
に
関
し
て
は
、
平
安
中
期
点
に
お
い
て
倒
置
に
訓
読
さ
れ
た
同
文
的
箇
所

を
、
天
永
二
年
点
で
は
倒
置
と
し
て
い
な
い
。
こ
の
異
同
の
状
況
は
、
先
の
仁
和

寺
関
係
の
両
資
料
の
異
同
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。

ロ
、
音
読
・
訓
読
の
異
同

①
諸
有
情
　
（
平
安
中
期
点
）

諸
の
有
情
　
（
天
永
二
年
点
）

②
空
中
の
瑚
相
加
「
（
平
安
中
期
点
）

空
の
中
の
司
の
瑚
射
ノ
ー
1
（
天
永
二
年
点
）

（

？

？

？

）

③
唯
（
し
）
願
（
く
）
は
璃
瑚
刺
我
に
所
行
虚
を
示
（
し
）
ナ
ラ
ル
と
お
も
ふ

（
平
安
中
期
点
）

唯
し
－
願
（
く
）
は
司
の
瑚
剰
我
レ
に
所
行
の
虚
を
示
シ
メ
シ
タ
マ
へ
ト
と

（
天
永
二
年
点
）

④
瑚
呵
司
に
自
サ
ク
（
平
安
中
期
点
）

璃
叫
嘲
司
に
白
く
　
（
天
永
二
年
点
）

［
参
考
例
］
詞
の
刃
園
を
降
伏
シ
　
（
平
安
中
期
点
）

錦
の
刃
圏
を
降
－
伏
し
（
天
永
二
年
点
）

音
読
訓
読
の
異
同
も
、
仁
和
寺
関
係
資
料
の
比
較
と
同
様
の
様
相
を
し
め
し
て

い
る
。
ハ
、
助
字
の
訓
読
の
異
同

［
普
］
①
嘲
時
自
身
の
相
観
（
す
ヨ
。
（
平
安
中
期
点
）

瑚
吋
自
身
の
相
観
（
す
）
　
［
普
］
（
再
讃
）
し
（
天
永
二
年
点
）

②
次
　
（
に
）
諸
有
情
に
於

（
て
）
　
皆
　
（
に
）
　
大
悲
心
を
興
セ
　
（
平
安
中
期
点
）

オ

イ

　

　

ー

　

　

　

　

　

　

オ

コ

　

．

1

】

－

．

1

－

－

－

－

－

次
（
に
）
諸
の
有
情
に
於
て
嘲
時
大
悲
心
を
興
す
［
普
］
（
再
説
）
し

（
天
永
二
年
点
）

ウ

③
薗
叫
港
頂
地
を
得
（
平
安
中
期
点
）

」
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
・
l
l
l

嘲
粕
漬
頂
の
地
を
得
［
普
］
（
再
讃
）
し
（
天
永
二
年
占

［
應
］



①
此
の
眞
言
論
（
す
）
票
ヨ
平
安
中
期
点
）

圏
q
比
の
眞
言
を
話
す
到
頭
l
い
（
天
永
二
年
点
）

②
結
飢
扶
坐
（
す
）
圏
叫
　
支
節
動
揺
七
不
（
れ
）
　
（
平
安
中
期
点
）

エ
ウ

圏
増
結
蜘
扶
坐
し
て
支
節
動
揺
七
不
サ
ル
［
應
］
〈
再
讃
）
し
（
天
永
二
年
点
）

③
忍
願
（
も
）
て
司
三
（
た
）
ヒ
拍
（
ち
）
て
諸
有
情
の
罪
を
推
（
く
）
　
へ

シ
　
（
平
安
中
期
点
）

ウ

　

　

　

ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

タ

忍
と
願
と
を
も
て
三
　
（
た
）
　
ヒ
拍
ツ
應
し
　
諸
の
有
情
の
罪
を
推
イ
て

（
天
永
二
年
点
）

④
行
者
次
に
降
三
世
大
印
結
（
ふ
）
威
、
功
「
（
平
安
中
期
点
）

行
者
次
に
降
三
世
の
大
印
を
結
（
ふ
）
威
u
l
（
天
永
二
年
点
）

［
於
］不
動
傍
を
司
心
に
（
し
）
て
賛
生
尊
を
豆
叫
叫
額
に
（
せ
）
ヨ
　
天
童
寿

司
喉
に
シ
テ
不
空
成
就
を
頂
に
　
（
せ
）
　
ヨ
　
（
平
安
中
期
点
）

不
動
彿
を
は
心
に
許

安
生
尊
を
は
額
に
於
（
い
て
せ
）
よ

元
量

毒
を
は
喉
に
於
（
い
司
J
叫
　
不
空
成
就
を
頂
（
に
）
　
ヲ
イ
て
セ
よ

（
天
永
二
年
点
）

［
興
］皆
幻
と
司
焔
と
の
如
ク
　
（
平
安
中
期
点
）

皆
幻
と
司
舵
と
（
の
）
如
し
（
天
永
二
年
点
）

［
従
］
①
先
（
つ
）
扇
甥
檀
慧
よ
り
開
ケ
（
平
安
中
期
点
）

マ先
ツ
檀
慧
（
返
）
畑
コ
剖
1
開
け
（
天
永
二
年
点
）

八
八

②
先
（
つ
）
司
檀
慧
よ
り
散
ス
　
（
平
安
中
期
点
）

先
（
つ
）
檀
慧
（
返
）
砂
叫
散
（
せ
）
よ
（
天
永
二
年
点
）

助
字
の
訓
読
で
は
、
「
皆
」
「
應
」
字
の
訓
読
に
つ
い
て
、
天
永
二
年
点
に
再
読

が
認
め
ら
れ
る
。
「
於
」
字
に
つ
い
て
も
、
天
永
二
年
点
に
詞
訓
「
お
い
て
す
」
を

与
え
た
例
が
見
え
て
お
り
、
仁
和
寺
関
係
の
両
資
料
の
異
同
に
通
ず
る
異
同
の
様

相
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
「
従
」
字
の
訓
読
に
差
が
存
し
て
い
る
。

二
、
読
添
語
の
異
同

［
格
助
詞
の
表
示
］

①
繹
慧
檀
智
－
反
（
し
て
）
相
ヒ
叉
（
へ
よ
）
　
（
平
安
中
期
点
）

－

ソ

ム

樺
と
慧
と
樋
と
智
と
を
反
ケ
テ
相
－
叉
　
（
し
）
　
て
　
（
天
永
二
年
点
）

②
四
無
碍
耕
十
自
在
六
通
諸
繹
－
悉
く
圃
満
せ
む
。
（
平
安
中
期
点
）

四
無
碍
排
と
十
自
在
と
六
通
と
匂
悉
く
園
満
セ
む
　
（
天
永
二
年
点
）

③
二
手
－
金
剛
拳
（
し
）
　
て
各
（
の
）
腰
の
側
に
安
ケ
　
（
平
安
中
期
点
）

ソ

ハ

　

オ

二
手
を
l
金
剛
拳
に
し
て
各
の
腰
の
側
に
安
イ
て
　
（
天
永
二
年
点
）

④
福
智
二
羽
合
セ
ヨ
　
十
度
初
分
－
交
へ
ヨ
　
（
平
安
中
期
点
）

－

マ

シ

福
と
智
の
二
の
羽
を
合
　
（
し
）
　
て
十
度
の
初
分
を
交
ヱ
よ
　
（
天
永
二
年
点
）

⑤
即
（
ち
）
彼
（
の
）
金
剛
掌
つ
十
度
結
し
て
拳
に
爵
セ
（
平
安
中
期
点
）

力

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

即
（
ち
）
彼
の
金
剛
掌
到
十
度
を
結
（
し
）
　
て
拳
に
篤
セ
　
（
天
永
二
年
点
）

⑥
繹
智
l
屈
（
し
）
　
て
掌
に
入
レ
ヨ
　
（
平
安
中
期
点
）

縛
と
智
と
朝
屈
し
て
掌
に
入
　
（
れ
）
　
て
　
（
天
永
二
年
点
）

⑦
忍
願
－
竪
（
て
）
　
て
針
の
如
（
く
せ
）
よ
　
（
平
安
中
期
点
）

忍
と
願
と
を
l
竪
て
て
針
の
如
く
す
（
天
永
二
年
点
）



⑧
八
度
－
内
に
相
ヒ
叉
（
へ
）
ヨ
　
忍
願
－
前
（
の
）
如
（
く
）
竪
（
て
）
ヨ

（
平
安
中
期
点
）

八
度
到
内
に
相
（
ひ
）
・
叉
（
へ
）
て
忍
と
願
と
朝
前
の
如
く
竪
て
て

（
天
永
二
年
点
）

⑨
福
智
－
具
す
る
に
由
（
か
）
故
に
。
（
平
安
中
期
点
）

福
と
智
と
朝
具
す
る
に
由
か
故
（
に
）
。
（
天
永
二
年
点
）

［
「
如
」
字
の
構
文
の
訓
読
］

①
忍
願
竪
（
て
）
可
針
の
州
－
（
く
せ
）
よ
（
平
安
中
期
点
）

忍
と
願
と
を
竪
て
可
針
の
瑚
く
す
（
天
永
二
年
点
）

②
忍
願
申
（
へ
）
可
針
の
州
」
く
せ
）
ヨ
　
（
平
安
中
期
点
）

忍
と
願
と
を
申
ノ
へ
て
l
針
の
鋤
く
し
て
（
天
永
二
年
点
）

③
進
力
屈
（
し
）
可
鈎
の
瑚
l
（
く
せ
）
よ
（
平
安
中
期
点
）

進
と
力
と
を
屈
し
可
鈎
の
瑚
く
し
て
（
天
永
二
年
点
）

読
添
語
で
は
、
仁
和
寺
関
係
の
二
資
料
の
比
較
と
同
様
に
、
平
安
中
期
点
に
格

助
詞
「
を
」
の
表
示
さ
れ
な
い
箇
所
に
、
天
永
二
年
点
で
は
読
み
添
え
ら
れ
た
例

が
存
す
る
。

以
上
、
先
の
仁
和
寺
関
係
二
資
料
の
比
較
と
同
様
の
類
型
的
な
差
異
が
、
小
野

流
の
二
資
料
に
も
存
す
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
助
字
の
内

「
應
」
字
に
つ
い
て
は
、
仁
和
寺
関
係
の
天
永
三
年
点
で
は
再
読
さ
れ
て
は
い
な

い
し
、
「
輿
」
の
訓
読
や
、
読
添
語
の
内
「
如
」
字
の
存
す
る
構
文
の
訓
読
も
掲

げ
た
如
く
平
安
中
期
点
と
天
永
二
年
点
で
の
差
異
は
な
い
。

以
上
、
検
討
を
加
え
た
四
資
料
に
お
い
て
、
平
安
中
期
か
ら
、
院
政
期
に
か
け

て
の
訓
読
語
の
変
容
は
、
真
言
宗
小
野
流
、
広
沢
流
と
い
う
宗
派
を
越
え
て
、
共

通
し
た
類
型
的
変
化
を
見
せ
る
部
分
も
存
す
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
内
で

変
容
の
事
情
を
異
に
す
る
事
象
が
存
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
が
、
宗
派
間
の
変

容
の
異
同
の
実
態
や
、
儀
軌
以
外
の
書
の
訓
読
語
の
問
題
は
、
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。

注

l
　
小
林
芳
規
「
漢
文
訓
読
史
上
の
一
問
題
－
再
読
字
の
成
立
に
つ
い
て
ー
」
（
『
国
語
学
』
第

十
六
集
、
昭
和
二
十
九
年
三
月
）

同
「
及
字
の
訓
読
」
　
（
『
国
文
学
言
語
と
文
芸
』
第
四
号
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
）

同
「
助
詞
イ
の
残
存
－
平
安
時
代
の
使
用
者
と
用
法
1
」
（
『
東
洋
大
学
紀
要
』
第
十
三
集
、

昭
和
三
十
四
年
五
月
）

同
「
漢
文
訓
読
史
か
ら
見
た
打
消
の
訓
法
」
（
『
文
学
論
叢
』
第
十
九
号
、
昭
和
三
十
六
年

三
月
）

同
「
唐
代
説
話
の
翻
訳
－
『
金
剛
般
若
経
集
験
記
』
の
訓
読
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
の
説
話
』

七
言
葉
と
表
現
、
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
）

2
　
門
前
正
彦
「
漢
文
訓
読
史
上
の
一
間
題
1
『
ヒ
ト
』
よ
り
『
モ
ノ
』
へ
」
（
『
訓
点
語
と
訓

点
資
料
』
第
十
一
輯
、
昭
和
三
十
四
年
三
月
）

3
　
築
島
裕
「
円
堂
点
の
成
立
と
展
開
」
（
晶
舶
欝
国
語
助
詞
助
動
詞
論
叢
』
昭
和
五
十
四
年

八
月
）

〔
ま
つ
も
と
　
み
つ
た
か
、
広
島
大
学
助
教
授
〕

お
わ
り
に




